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2 月

夢と希望を抱き、未来を見つめる新成人夢と希望を抱き、未来を見つめる新成人
主な内容

・・・・   p2・・・・   p2



　
中
之
条
町
の
今
年
の
新
成
人
は
1
7
1

人
。
こ
の
う
ち
、
会
場
と
な
っ
た
バ
イ

テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
に
は
、
晴
れ
着
姿
に

身
を
包
ん
だ
1
2
7
人
の
新
成
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
伊
能
正
夫
町
長
の
式
辞
に

続
い
て
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
や
今

後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
る
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
新

成
人
を
代
表
し
て
、
3
名
か
ら
答
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
「
20
歳
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

と
題
し
て
、
町
長
と
新
成
人
の
意
見
交
換

会
が
初
め
て
行
わ
れ
、
新
成
人
の
町
へ
の

想
い
や
期
待
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
中
学
校
卒
業
時
の
恩
師
7
人
か

ら
、
思
い
出
の
品
や
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
実
行
委
員
が
制
作
し
た
ス

ラ
イ
ド
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る

と
、
当
時
を
思
い
出
し
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

笑
い
声
が
お
こ
り
、
よ
り
一
層
会
場
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
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夢
と
希
望
を
抱
き
、

未
来
を
見
つ
め
る
新
成
人

中
之
条
町
成
人
式
　
1
月
7
日
　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

思い出の旗を手に
メッセージを贈る恩師
思い出の旗を手に
メッセージを贈る恩師

恩師のメッセージを真剣に聞く新成人恩師のメッセージを真剣に聞く新成人



　私たちは小学5年生の時の学校
統合により、六合小学校で新しい仲
間として出会い、新しい生活を送り
始めました。私たちは14人と非常に
少ない人数のクラスでしたが、六合
中学校を卒業するまでの5年間に、
多くの思い出が残っています。
　生徒会長の私は、苦しい時もあり
ましたが、クラスメイトみんなの言葉
と笑顔に支えられ、何度も救われま
した。先生方も毎日私たちと真剣に
向き合ってくださいました。
　また、地域の方々の応援があって
こそ、私たちは伸び伸びと毎日の学
校生活を送ることが出来ました。今
でも実家に帰省すると、「おかえり」
という近所の方々の優しい笑顔に心
が温かくなり、ほっとします。
　そして一番の感謝を伝えたいの
は、20年間私たちをずっと側で支え
てくれた両親です。父と母の大きな
愛のおかげで無事にこの日を迎える
ことが出来ました。「ありがとう」とい
う一言では伝えきれないほどの感謝
の気持ちでいっぱいです。まだまだ
力を借りないと越えられない壁もあ
ると思いますが、そんなときは少しだ
け手を貸してください。これまでの感
謝をこれからの人生の中で精一杯
返していきます。
　20歳を迎えた私たちは、それぞれ
の道を一生懸命に歩んでいる最中
です。社会の一員として、成人として
の自覚と責任を持ち、これからも前進
していく覚悟です。これからもご指
導、ご鞭撻よろしくお願いいたします。

六合中学校新成人代表
山本野乃花さん

　共に歩み、思い出を共有し合った
仲間たちとこの場に臨めることを心
より嬉しく思います。この20年間を
振り返ると様々な思い出が蘇ります。
特にこの仲間たちと、この中之条町
で共に過ごした時間は掛け替えのな
い宝物です。
　私たちも20歳を迎え、既に仕事に
従事している人や、学業に励んでい
る人など立場は様々です。私は高校
卒業後、東京の大学へ進学し、初め
て故郷を離れましたが、まるで違う環
境をこの身で感じて、改めて自分の
故郷の事を考えるようになりました。
現在、地方では過疎化問題が深刻
化しています。中之条町も例外では
ありません。そういった中、私たち若
い世代がこの町に貢献できることは
たくさんあります。私も将来は地元の
中之条町に戻り、この町の活性化に
少しでも協力できればと考えていま
す。また、おととしから選挙権が18歳
に引き下げられ、より若い年代の意
見を取り入れようという動きがありま
す。私たち一人一人が国民としての
自覚を持ち、自分達の意思を示して
いくことが大切になるのだと思いま
す。まだまだ未熟者ではありますが、
目標を見失わず、精一杯努力してい
く所存です。
　本日、私たちがこうして無事にこの
場に臨めたのは、お世話になった先
生方や、地域の方々、そして家族の
支えのおかげです。常に感謝の気持
ち、また成人としての決意を忘れず、
たくましく生きていくことを誓います。

中之条中学校新成人代表
関　友斗さん

＊答辞の内容は、一部を抜粋して掲載しています。

　この20年間を振り返ってみると、
決して一人だけで生きてきたわけで
はなかったように感じます。多くの皆
様の支えがなければ、成人できな
かったと感じています。特に両親には
これまで、迷惑をかけて来ました。そ
れでも暖かく見守り、変わらない愛
情で育ててくださいました。本当に感
謝申し上げます。
　本日久しぶりに友と顔を合わせ、
さまざまな思い出が脳裏に浮かびま
した。一人一人が個性的で、毎日が
とても楽しかったことを覚えていま
す。いろいろな行事もありましたが、
日常生活の中にもいろいろなことが
あり、そのたびに友と一緒に笑った
り、喜んだりしました。時には、けんか
をして先生に怒られ、悩み、悲しむな
ど、いろいろな感情を共有してきまし
た。中之条西中学校は4年前に閉校
しましたが、この思い出は私たちに
とってかけがえのないもので、今も私
たちを支える糧となっています。
　そんな西中学校を卒業した私たち
も、それぞれの道を一歩ずつ歩んで
います。私の夢は教師となり、子ども
たちの成長に携わっていくことです。
今は、実家を離れ大学で同じ目的を
持った友とともに勉学に励んでいま
す。しかし、未来に対して希望を持ち
つつも、それと同じだけ不安があり、
押しつぶされそうな時もあります。そ
んな時は自分の周りにいる家族や友
の存在を思い出し、一人ではないと
いうことを忘れず頑張っていこうと
思います。

西中学校新成人代表
山野滉介さん
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佐藤結美香さん山本美保さん 佐藤結美香さん福井勇二さん
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二
十
歳
の
言
葉

新
成
人
の
皆
さ
ん
に
「
二

十
歳
の
決
意
」
と
し
て
夢

や
今
後
の
目
標
を
一
言
書

い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

中之条地区

中之条地区

中之条地区
町田佳穗さん

佐藤結美香さん

中之条地区中之条地区中之条地区中之条地区
町田佳穗さん

中澤知輝さん

中之条地区中之条地区

松本笑さん

新
成
人
の
皆
さ
ん
に
「
二

十
歳
の
決
意
」
と
し
て
夢

や
今
後
の
目
標
を
一
言
書

中之条地区中之条地区中之条地区

瀬山楓さん
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沢田地区

六合地区

狩野祐人さん

本多七海さん

日野しずくさん

本多七海さん

関優佑さん関優佑さん

倉林朋美さん
樋田和希さん 篠原聡美さん篠原聡美さん 山﨑優太さん

ここに掲載した集合写真（プリントしたもの）とスナップ写真のCDを
記念品として差し上げます。スナップ写真のCDは、欠席した新成人に
もお渡しします。
問い合わせ
　教育委員会生涯学習課（ツインプラザ）
　☎76・3111　　担当　宮﨑麻未

２月１日（木）からツインプラザで
成人式の記念品をお渡しします
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成
人
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

新
成
人
の
町
に
対
す
る
意
見
を
聞
き
、

今
後
の
町
政
に
生
か
し
て
い
く
た
め
に

「
20
歳
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
新
成
人
の

意
見
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
集
計
し
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
集
計
結
果
は
、
町
の
誇
れ
る
と
こ
ろ

と
魅
力
の
両
方
で
温
泉
が
1
番
と
な
り

ま
し
た
。
会
場
か
ら
も
「
中
之
条
町
は

温
泉
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
癒
し
の
あ
る

場
所
だ
と
思
う
」
と
言
っ
た
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
か
ら
「
多
く
の
人
が

訪
れ
た
ほ
う
が
、
町
が
潤
っ
て
よ

い
」
、
「
周
り
の
町
村
と
合
併
し
て
い

ろ
い
ろ
な
企
業
を
呼
び
、
周
り
の
町
村

と
協
力
し
て
い
く
の
が
よ
い
。
医
療
や

子
育
て
支
援
を
充
実
し
て
ほ
し
い
」
、

「
自
分
が
育
っ
て
き
た
町
が
今
の
ま
ま

残
っ
て
、
自
分
た
ち
よ
り
下
の
世
代
も

同
様
に
過
ご

し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ

た
意
見
が
出

ま
し
た
。

　
今
回
い
た

だ
い
た
貴
重

な
意
見
を
、

今
後
の
町
政

の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

Q1.現在中之条町に住んでいますか？

YES

NO

Q2.中之条町の誇れるところは？ 
イベント

温泉

花

食べ物

お祭り

文化財

Q3.中之条町の魅力とは？
自然が豊か

温泉が多い 

温かな人情 

古い建物が多い

きれいな川や湖

その他

Q4.将来2～3年後中之条町に住んでいたいですか？

YES

NO

Q5.なぜ、中之条町に住んでいたいですか？

故郷だから

住みやすい 

自然が多い

その他

Q6.なぜ、中之条町に住みたくないと思っていますか？

公共交通が不便

就職先がない

生活しにくい

その他

Q7.これから町が目指す方向は？ 
働く場所の多い町

子育てや買い物のしやすい町
自然の多い田舎町

歳をとっても住みやすい町
多くの人が訪れる町
合併して中之条市
今のままの町

Q8.将来、自分が町長又は議員になって中之条町を変えたいですか？

YES

NO

0 10 20 30 40 50 60 70 80 0 10 20 30 40 50 60 70 80

0 5 10 15 20 25 30 35 40 0 10 20 30 40 50 60 70 80

0 5 10 15 20 0 5 10 15 20 25 30

0 10 20 30 40 50 0 20 40 60 80 100
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23
46

23

84

5
8
9

6
13

※Ｑ5、Ｑ6の計は、Q4でYESおよびNOの該当者以外も回答したためQ4の数値とは一致しません。

Q1.現在中之条町に住んでいますか？ Q2.中之条町の誇れるところは？ 

20歳のタウンミーティング

（Q4でYESと回答した人への質問） （Q4でNOと回答した人への質問）
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からのお知らせ

　
4
月
以
降
の
検
診
等
希
望
調
査
を
行

い
ま
す
。
世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
記
入
の
上
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
2
月
28
日
（
水
）

　
希
望
者
に
は
、
検
診
時
期
に
あ
わ
せ

て
、
日
程
表
・
受
診
票
な
ど
を
送
付
し

ま
す
。

　
な
お
、
特
定
健
康
診
査
（
40
〜
74
歳

対
象
）
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

よ
り
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
希

望
は
取
り
ま
せ
ん
。

＊
国
保
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
す
る
人

　
こ
の
調
査
票
で
は
、
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。
4
月
以
降
に
役
場
住
民
福

祉
課
が
募
集
す
る
際
に
電
話
な
ど
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

　
役
場
保
健
環
境
課
　
健
康
係
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
野
里
悦
子

　
支
所
保
健
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
干
川
記
江
子

平
成
30
年
度
検
診
希
望
調
査

申
し
込
み
は
2
月
28
日
ま
で

受
け
ま
し
ょ
う
　
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に
　
が
ん
検
診

○一般コミュニティ助成事業
【平成29年度助成実績】

○魅力あるコミュニティ助成事業

△西仲祇園会
　祇園祭に使用する山車の修繕

◁上之町伝統文化保存会
　祇園祭に使用する太鼓、半纏などの新調お
　よび山車の修繕

△六合八間太鼓保存会
　長胴太鼓、締太鼓の修繕

　（一財）自治総合センターおよび（公財）群馬県市町村振興協会では、宝くじの社会貢献広報事業
として、宝くじの受託事業収入を財源として実施しているコミュニティ助成事業を行っています。こ
の事業は、宝くじの普及広報を行うこと、コミュニティの健全な発展を図ることを目的に、行政区や
芸能保存会など地域住民が組織する団体に助成を行っているものです。
　助成を希望する場合は、行政区などから役場総務課へ申請し、事業の採択を受ける必要があります。
問い合わせ　役場総務課　行政係　☎75・8806（直通）　担当　水出浩之

地域づくりに助成金が活用できます
コミュニティ事業を実施しています



8

からのお知らせ

■
会
場
・
日
時

　
次
の
ペ
ー
ジ
の
「
町
県
民
税
申
告
相

談
・
受
付
日
程
表
」
の
と
お
り
、
地
区

別
に
行
い
ま
す
。

※
地
区
別
受
付
日
に
都
合
の
つ
か
な
い

人
は
、
他
地
区
の
受
付
日
も
利
用
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
該
当
地
区
優
先

の
た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
日
曜
開
庁
日
（
中
之
条
地
区
は
2
月

18
日
と
3
月
4
日
、
六
合
地
区
は
2

月
25
日
）
は
、
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

　

■
申
告
の
と
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
朱
肉
で
押
印
す
る
も
の
）

②
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
者
・
年
金

所
得
者
）

③
収
入
と
支
出
が
わ
か
る
書
類
（
帳

簿
、
領
収
書
、
通
帳
な
ど
）

④
申
告
者
名
義
の
口
座
番
号
を
確
認
で

き
る
通
帳
、
カ
ー
ド
な
ど

⑤
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

⑥
次
の
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
領
収

書
、
証
明
書
、
手
帳
な
ど

・
医
療
費
控
除

・
社
会
保
険
料
控
除
（
国
民
年
金
保
険

料
、
任
意
継
続
保
険
料
な
ど
）

・
生
命
保
険
料
控
除

・
寄
付
金
控
除

・
地
震
保
険
料
控
除

・
障
害
者
控
除

※
介
護
保
険
の
障
害
者
控
除
証
明
書

は
、
申
請
後
2
週
間
程
か
か
り
ま

す
。
詳
し
く
は
広
報
な
か
の
じ
ょ
う

1
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
雑
損
控
除

■
申
告
の
必
要
が
な
い
人

①
給
与
収
入
の
み
で
、
年
末
調
整
を
行

っ
た
人

②
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
す
る

人
（
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
の
還
付
申
告
を
す
る

人
も
同
様
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ

【
中
之
条
地
区
】

　
役
場
税
務
課
　
町
民
税
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
0
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
町
田
岳
彦

【
六
合
地
区
】

　
　
支
所
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
や
す
子

　
町
で
は
、
平
成
30
年
度
町
県
民
税
の
基
に
な
る
所
得
の
申
告
相
談
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介

護
保
険
料
の
ほ
か
、
児
童
手
当
・
保
育
料
・
町
営
住
宅
使
用
料
な
ど
の

算
定
の
基
礎
に
も
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
所
得
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

町
県
民
税
申
告
相
談
は
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
で
す

なかのじょう H30.2 No.６70なかのじょう H30.2 No.６70
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からのお知らせ

町県民税申告相談・受付日程表

■申告会場　役場２階　大会議室　　【中之条・沢田・伊参・名久田地区】       
　　　　　　六合支所　六合公民館　【六合地区】       
■受付時間　午前の部　９時～11時30分　／　午後の部　13時～16時　
■地区別受付日程表

1区
2区
3区
4区、4－2区
5区
6区～8区
9区、10区
11区
12区
13区、14区
15区、16区
17区
18区
19区
20区、21区
22区、23区

行 政 区 月　日 時　間
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00

3月  6日（火）

3月  7日（水）

3月  8日（木）

3月  9日（金）

3月12日（月）

3月13日（火）

3月14日（水）

3月15日（木）

1区～2－2区
3区、4区
5区、6区
7区
8区～10区
11区、12区
13区
14区、15区
16区
17区、18区

行 政 区 月　日 時　間
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00

2月27日（火）

2月28日（水）

3月  1日（木）

3月  2日（金）

3月  5日（月）

1区
2区
3区
4区
5区
6区
7区～9区
10区、11区

行 政 区 月　日 時　間
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00

2月16日（金）

2月19日（月）

2月20日（火）

2月21日（水）

1区～4区
5区、6区
7区
8区、9区
10区、11区
12区～16区

行 政 区 月　日 時　間
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00

2月22日（木）

2月23日（金）

2月26日（月）

六合地区

行 政 区 月　日 時　間
  　9：00～11：30
13：00～16：00

2月25日（日）

■日曜開庁日

中之条地区

行 政 区 月　日 時　間
  　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00

2月18日（日）

3月  4日（日）

1区
2区、6区
3区
4区、14区
5区
7区、12区
8区、9区
10区、11区
13区
15区
16区
17区

行 政 区 月　日 時　間

9：00～11：30
13：00～16：00

2月26日（月）
2月21日（水）
2月27日（火）
2月22日（木）
2月28日（水）
2月20日（火）
2月19日（月）
2月23日（金）
3月  1日（木）
3月  2日（金）
3月  5日（月）
3月  6日（火）

中

之

条

地

区 名

久

田

地

区

六

合

地

区

沢

田

地

区

伊

参

地

区

なかのじょう H30.2 No.６70なかのじょう H30.2 No.６70
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問い合わせ
　役場住民福祉課　福祉係
　☎75・8818（直通）
　担当　桜井真理・唐澤つぎ子

しゅ ちわしゅ ちわ

今月の今月の

『豆まき』

両手の親指と人さし指で小さな丸を作り交互に上下させる 左手の上から右手であちこちにまくようにする

からのお知らせ

　
町
で
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る

た
め
、
進
学
を
希
望
す
る
人
に
奨
学
金

を
貸
付
け
し
ま
す
。

　
今
回
か
ら
高
等
専
門
学
校（
高
専
）が

新
た
に
貸
付
け
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
正
規
の
修
業
年
限
が
4
年
以

上
の
学
校
に
お
い
て
、
返
還
期
間
を
5

年
か
ら
8
年
に
延
長
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
返
還
は
卒
業
後
1
年
経
過
し

た
後
に
開
始
さ
れ
ま
す
。

貸
付
金
額
（
月
額
）
お
よ
び
返
還
期
間

　
別
表
参
照

利
　
息
　
無
利
息

貸
付
方
法

・
指
定
口
座
に
年
2
回
（
4
月
、
10

月
）
に
6
か
月
分
を
振
込
み
ま
す
。

・
新
規
に
申
請
す
る
人
は
、
審
査
が
必

要
な
た
め
、
初
回
貸
付
け
が
7
月
下

旬
頃
に
な
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
2
月
16
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
3
月
22
日
（
木
）

※
貸
付
け
に
は
町
内
在
住
の
連
帯
保
証

人
が
必
要
で
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
希
望
に
添
え

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

町
の
奨
学
金
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い

申
し
込
み
は
3
月
22
日
ま
で

申
込
方
法

　
教
育
委
員
会
（
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
）
に

用
意
し
て
あ
る
申
請
書
類
を
そ
ろ
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
教
育
委
員
会
（
ツ
イ
ン

プ
ラ
ザ
）
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課
総
務
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
飯
塚
和
子

「豆」

　　  貸付金額
20,000円（変更なし）
50,000円（変更なし）
50,000円（変更なし）
30,000円

20,000円（変更なし）

50,000円（変更なし）

別表

貸付期間は正規の修業年限が4年以上の学校については、返還期間を8年とします。

高　　校
大　　学
短期大学

高等専門学校（高専）
専修学校（高等課程）
（中卒で入学）
専修学校（専門課程）
（高卒で入学）

返還期間（以内）
5年（変更なし）
8年
5年（変更なし）
8年

5年（変更なし）

5年（変更なし）
4年制は8年

なかのじょう H30.2 No.６70なかのじょう H30.2 No.６70
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からのお知らせ

　
町
で
は
、
定
住
の
促
進
お
よ
び
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅

を
取
得
す
る
人
に
、
住
宅
取
得
費
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
　
象

　
新
築
お
よ
び
建
売
・
中
古
住
宅
の
取

得
に
か
か
っ
た
費
用

補
助
金
額

　
①
基
本
補
助
金
と
②
加
算
補
助
金
の

合
計
額

①
基
本
補
助
金

【
新
築
】

　
住
宅
取
得
価
格
の
5
％
（
上
限
額

1
0
0
万
円
）
た
だ
し
、
町
外
業
者
施

工
の
場
合
は
、
2
・
5
％

（
上
限
額
50
万
円
）

【
中
古
】

住
宅
取
得
価
格
の
2
・
5
％

（
上
限
額
25
万
円
）

※
住
宅
取
得
価
格
に
は
、
土
地
取
得
費

用
、
水
道
加
入
金
、
下
水
道
受
益
者

負
担
金
な
ど
の
費
用
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

②
加
算
補
助
金

【
子
育
て
世
帯
加
算
】

　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
1
人
に
つ
き

10
万
円
（
上
限
額
40
万
円
）

【
若
年
層
世
帯
加
算
】

　
夫
婦
の
合
計
年
齢
が
80
歳
未
満
の
場

合
　
10
万
円

※
補
助
対
象
の
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
企
画
政
策
課
　
企
画
調
整
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
4
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
田
村
　
将

住
宅
取
得
費
補
助
金
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

申
請
は
お
早
め
に
！

　町内には、各行政区や団体が取り組んでいる花壇や、個人
宅を解放するオープンガーデンなど、素晴らしい花を楽しめ
る場所があふれています。
　また、花の栽培農家も多く、沢山の花が生産されています。
　現在、町では「花と湯の町なかのじょう」をキャッチフレ
ーズに、温泉資源と花の持つ力を活用したまちづくりを進め
ています。
　以前から、花いっぱい運動が各地域で盛んに行われ、美し
い環境づくりが図られてきました。
　花のまちづくりは、花や緑による景観整備に加え、花と人
とが関わり合うことにより、豊かな心が育ち、人と人との交
流が深まるなど、地域の活性化に大きな力となる活動です。
　花のまちづくり推進の中心施設として町内に2つの花の駅
があり、その魅力と機能を高めるために整備を行っています。
　各家庭や地域でも花のまちづくりが広まり、花による豊かで
潤いのある町となりますよう、ご理解とご協力をお願いします。
※7月21日（土）から23日（月）に開催される「第24回全国
花のまちづくり中之条大会」に向け、6回シリーズで花の
まちづくりについて掲載します。
問い合わせ　花の駅美野原　☎75・7111　担当　村山英伸
　

花のまちづくり①

なかのじょう H30.2 No.６70なかのじょう H30.2 No.６70
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親
と
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
で

は
、
昨
年
度
よ
り
耐
震
補
強
の
た

め
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
2
月
か
ら
7
月
中
旬
ま
で
は

大
ホ
ー
ル
の
改
修
工
事
を
実
施
す

る
た
め
、
利
用
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
そ
の
他
の
施
設
（
会
議
室
な

ど
）
に
つ
い
て
は
、
工
事
範
囲
・

期
間
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
な
お
、
利
用
の
予
定
が
あ
る
人

は
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
5
1
7
4

　
　
　
　
　
　
担
当
　
関
啓
一
郎

　
町
で
は
、
県
か
ら
指
定
難
病
、

小
児
慢
性
特
定
疾
病
お
よ
び
先
天

性
血
液
凝
固
因
子
障
害
の
認
定
を

受
け
た
人
に
、
見
舞
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

  

今
年
度
、
新
た
に
認
定
を
受
け

た
人
、
ま
た
継
続
し
て
認
定
を
受

け
た
人
も
申
請
手
続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
請
方
法
　
印
鑑
、
「
特
定
医
療

費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
」
ま

た
は
「
小
児
慢
性
特
定
医
療
費
医

療
受
給
者
証
」
（
有
効
期
間
に
平

成
29
年
10
月
〜
平
成
30
年
3
月
の

期
間
を
含
む
も
の
）
、
見
舞
金
振

込
先
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
額
　
月
額
3
0
0
0
円

申
請
期
限
　
2
月
28
日
（
水
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
島
和
茂

　
支
所
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

   

　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
千
登
世

　
軽
油
に
課
さ
れ
る
軽
油
引
取
税

（
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
32
・
1

円
）
は
、
農
業
に
使
用
す
る
場
合

な
ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
す
る

こ
と
で
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
の
対
象
　
ほ
場
の
耕
う
ん
、

栽
培
管
理
な
ど
、
農
業
者
が
農
作

業
を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
機
械

の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
軽
油

申
請
期
間
　

2
月
1
日
（
木
）
〜
20
日
（
火
）

申
請
方
法

1
あ
ら
か
じ
め
県
知
事
に
「
免
税

軽
油
使
用
者
証
」
と
「
免
税

証
」
の
交
付
申
請
を
す
る
。

※
申
請
に
は
「
耕
作
証
明
書
」
や

使
用
す
る
農
業
用
機
械
の
確
認

書
類
が
必
要
。

2
交
付
さ
れ
た「
免
税
証
」を
、給

油
の
際
に
軽
油
販
売
業
者
に
提

出
し
、免
税
軽
油
を
購
入
す
る
。

3
使
用
後
、
県
の
定
め
る
期
日
ま

で
に
、
伝
票
や
領
収
書
を
添
え

て
数
量
な
ど
を
報
告
す
る
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
県
吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
3
0
0

　
コ
ー
ス
整
備
業
務
等
に
従
事
す

る
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
3
名

雇
用
期
間
　
4
月
1
日
（
日
）
〜

　
　
　
　
　
7
月
31
日
（
火
）

勤
務
条
件
　
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
週
休
2
日
）

業
務
内
容
　
コ
ー
ス
整
備
（
草
刈

り
機
操
作
）
な
ど

賃
　
金
　
時
給
8
2
0
円
＋
通
勤

手
当
相
当
額

申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
2
月
28
日（
水
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
ス
パ
ト
レ
イ
ル〔
四
万
to
草
津
〕

実
行
委
員
会
事
務
局
（
役
場
企
画

政
策
課
内
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
勇
也

　
中
之
条
大
学
で
は
、
親
子
で
楽

し
め
る
学
び
と
遊
び
の
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
「
親
と
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
県
立
自
然
史
博

物
館
の
移
動
展
示
も
同
時
開
催
し

ま
す
。

日
　
時
　
3
月
3
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
〜
14
時
30
分

※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
学
習
セ

ン
タ
ー

参
加
費
【
チ
ケ
ッ
ト
制
】
　

・
子
ど
も
　
5
枚
つ
づ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
0
円

・
大
　
人
　
1
枚
　
1
0
0
円

体
験
メ
ニ
ュ
ー

　
親
子
茶
道
・
ス
ラ
イ
ム
作
り
・

つ
ば
め
グ
ラ
イ
ダ
ー
作
り
・
3
D

写
真
作
り
・
ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
作

り
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
作
り
・
遊
び

シ
ア
タ
ー
な
ど
を
予
定

※
会
場
で
整
理
券
を
配
付
す
る
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
無
料
の
メ
ニュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

申
　
込
　
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

　
　
　
　
　
　
担
当
　
外
丸
綾
子

行
　
政

催
　
し

職
員
募
集

農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請

受
付
が
始
ま
り
ま
す

特
定
疾
患
等
患
者
見
舞
金
の

支
給
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

第
5
回
ス
パ
ト
レ
イ
ル

〔
四
万
to
草
津
〕2
0
1
8

臨
時
職
員

バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル
の
改
修
工
事

の
お
知
ら
せ
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Information

　
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」
で
は
、

「
懐
か
し
い
む
か
し
の
道
具
展
」

と
「
ひ
な
ま
つ
り
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

開
催
期
間
　
2
月
2
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
3
月
14
日
（
水
）

　
こ
の
企
画
展
は
、
社
会
科
の
学

習
で
来
館
す
る
小
学
生
に
向
け

て
、
今
で
は
見
か
け
な
く
な
っ
た

「
む
か
し
の
道
具
」
を
展
示
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
29
回
目
と
な

る
「
ひ
な
ま
つ
り
展
」
で
は
、
町

指
定
重
要
文
化
財
の
「
永
德
齋
作

有
職
雛
一
式
」
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

＊
企
画
展
開
催
中
は
、
町
民
の
入

場
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ

ゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

　
　
　
　
　
　
担
当
　
須
﨑
幸
夫

　
温
泉
入
浴
+
健
康
的
な
食
事
+

運
動
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
ヨ
ガ
ま
た
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
ク
ポ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

行
っ
た
後
に
ラ
ン
チ
を
食
べ
、
温

泉
に
入
り
ま
す
。

日
　
時
　
2
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
30
分
〜
14
時

会
　
場
　
国
民
宿
舎
四
万
ゆ
ず
り

は
荘

定
　
員
　
20
名
（
各
コ
ー
ス
10
名

ず
つ
募
集
）

参
加
費
　
1
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
（
一
社
）
中
之
条
町
観
光
協
会

事
務
局
（
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ

ー
つ
む
じ
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
4

　
西
吾
妻
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

で
は
、
平
成
30
年
度
の
入
校
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
科
　

・
木
造
建
築
科
（
木
造
家
屋
の
建

築
に
お
け
る
技
能
）

・
木
工
科
（
建
具
製
造
に
お
け
る

技
能
）

・
建
築
塗
装
科
（
建
築
物
の
塗
装

に
お
け
る
技
能
）

訓
練
期
間
　
3
年
（
原
則
、
毎
週

水
曜
日
昼
間
）

応
募
資
格
　
原
則
、
高
等
学
校
卒

業
以
上
の
人
、
ま
た
は
平
成
29
年

度
卒
業
見
込
み
の
人
で
、
中
之
条

町
・
長
野
原
町
・
嬬
恋
村
・
草
津

町
の
各
職
工
組
合
に
加
入
す
る
事

業
所
に
所
属
し
て
い
る
人
。

受
付
期
間
　
3
月
16
日（
金
）ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
西
吾
妻
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

事
務
局
（
長
野
原
町
商
工
会
）

　
　
　
　
　
☎
8
2
・
2
2
0
8

　
放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度
第

1
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

授
業
科
目
　
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
な
ど
約
3
0
0
科
目

出
願
期
限
　
3
月
20
日（
火
）ま
で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
・
2
3
0
・
1
0
8
5

　
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有

林
野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
て
い

く
た
め
、
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
国
有
林
野
事
業
に
関

心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
人
（
平
成

30
年
4
月
1
日
時
点
）

応
募
期
間
　
2
月
26
日（
月
）ま
で

募
集
人
員
　
70
名
程
度

※
群
馬
県
ほ
か
10
都
県
か
ら
募
集

依
頼
期
間
　
4
月
〜
平
成
32
年
3

月
（
2
年
間
）

内
　
容
　

・
定
期
的
に
送
付
さ
れ
る
国
有
林

の
広
報
誌
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
お
よ
び

現
地
視
察
（
年
1
回
）

※
詳
細
は
関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
担
当
係
（
企
画
調
整
課
内
）

☎
0
2
7
・
2
1
0
・
1
1
5
0

日
　
時
　
2
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
〜
15
時

会
　
場
　
東
吾
妻
町
中
央
公
民
館

（
東
吾
妻
町
大
字
原
町
1
1
1
7

ー
1
）

相
談
形
式
　
面
談
（
予
約
不
要
）

相
談
内
容
　
相
続
・
遺
言
、
会
社

設
立
・
変
更
、
労
働
問
題
、
借
金

問
題
な
ど

主
　
催
　
群
馬
司
法
書
士
会

問
い
合
わ
せ

　
中
林
司
法
書
士
事
務
所

☎
0
2
7
・
3
8
7
・
0
5
4
6

当
日
連
絡
先

　
鈴
木
司
法
書
士
事
務
所

☎
0
2
7
・
3
2
7
・
8
2
4
5

13

募
　
集

町
民
向
け
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
体
験
プ
ラ
ン

放
送
大
学

4
月
入
学
生
募
集

西
吾
妻
地
区

高
等
職
業
訓
練
校

平
成
30
年
度
生
徒
募
集

ミ
ュ
ゼ
「
懐
か
し
い

む
か
し
の
道
具
展
」・

「
ひ
な
ま
つ
り
展
」

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

そ
の
他

無
料
法
律
相
談
会
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え
い
と
く
さ
い

ゆ
う
そ
く
び
な
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～わが町の文化財～

渡船場の道しるべ
ふるさと
再発見
〈265〉

日
　
時
　
2
月
11
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　
9
時
〜

会
　
場
　
総
合
体
育
館

種
　
目

【
個
人
戦
】

一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
・
小

学
生
の
部
・
家
庭
婦
人
の
部

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
・
新
卓
球
（
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
）
】

　
性
別
・
年
齢
問
い
ま
せ
ん

参
加
資
格
　
町
内
に
在
住
、
在

学
、
在
勤
の
人

申
込
方
法
　
2
月
7
日
（
水
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
卓
球
部
事
務
局
（
役
場

住
民
福
祉
課
内
）

　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
土
屋
明
史

　
第
3
回
町
民
ス
キ
ー
教
室
の
日

程
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

変
更
前
　
2
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
←

変
更
後
　
2
月
12
日
（
月
）

※
時
間
・
場
所
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん

14

安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメ
ール配信します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み
込んで何も入力しない空メールを送り、案内に従って
登録してください。QRコードが読み込めない場合は、
ml.town_nakanojo@e-park.ne.jpにメールを送っ
てください。

問い合わせ 役場企画政策課企画調整係
☎75・8846（直通）

ス
ポ
ー
ツ

第
56
回
町
民
卓
球
大
会

中
之
条
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

町
民
ス
キ
ー
教
室
の

日
程
変
更

　
吾
妻
川
に
か
か
る
船
渡
大
橋
の
両
岸
、
市
城
と

新
巻
の
信
号
付
近
に
、
高
さ
1
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

石
造
り
の
道
し
る
べ
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
銘
文

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
市
城
側
）
市
城
渡
船
場
（
大
正
拾
弐
年
壱
月
）

　
従
是
　
東
村
榛
名
伊
香
保
渋
川
原
町
河
原
湯
道

（
新
巻
側
）
新
巻
渡
船
場
（
大
正
拾
弐
年
壱
月
）

　
従
是  

中
之
條
四
萬
澤
渡
鯉
澤
沼
田
須
川
道
　

　
今
で
こ
そ
、
川
に
は
多
く
の
橋
が
造
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
昔
は
架
橋
技
術
も
未
発
達
で
、
材
料
も

限
ら
れ
て
い
て
、
両
岸
の
交
通
は
、
渡
し
船
に
頼

る
か
徒
歩
渡
り
で
し
た
。
ま
た
江
戸
時
代
の
政
治

は
治
安
に
重
き
を
置
い
て
、
各
藩
や
各
村
が
孤
立

す
る
よ
う
な
政
策
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
軍
事
的

に
も
架
橋
は
最
少
限
で
、
必
要
な
橋
は
公
儀
橋
と

し
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
橋
は
、

造
っ
て
も
大
水
な
ど
で
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
主
に
人
馬
に
頼
っ
た
陸
上
輸
送
に
比
べ
て
、
川

は
物
資
を
大
量
に
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

吾
妻
川
も
年
貢
米
を
舟
で
江
戸
浅
草
の
蔵
屋
敷
に

納
入
し
た
り
、
材
木
を
筏
に
組
ん
で
輸
送
し
た
り

し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
材
木
の
輸
送

に
た
い
へ
ん
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
吾
妻
川
で
渡
船
の
こ
と
で
、

対
岸
の
村
々
で
訴
訟
等
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

大
正
時
代
に
こ
の
道
し
る
べ
が
出
来
た
頃
、
渡
船

は
、
村
々
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
交
通
手
段
と

し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
市
城
の
上
流
に
は
、
伊
勢
町
植
栗
道
、
中
之
条

岩
井
道
な
ど
を
結
ぶ
の
に
渡
船
が
利
用
さ
れ
、
下

流
に
は
、
五
町
田
や
箱
島
に
渡
し
場
が
あ
り
ま
し

た
。
「
船
頭
さ
ん
」
と
い
う
童
謡
が
あ
り
ま
す
が
、

♪
村
の
は
ず
れ
の
船
頭
さ
ん
は
　
今
年
六
十
の
お

爺
さ
ん
・
・
・
♪
　
こ
の
歌
は
、
昭
和
十
四
年
に

作
ら
れ
ま
し
た
。
軍
馬
も
乗
せ
ら
れ
た
様
子
が
当

時
の
歌
詞
に
あ
り
ま
す
。
政
情
は
不
安
で
し
た
が
、

そ
の
頃
、
渡
し
船
に
よ
る
の
ど
か
な
風
景
が
日
本

中
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
市
城
の
渡
し
船
も
一
年
中
休
み
な
く
多
く
の
お

客
を
乗
せ
、
牛
馬
や
荷
物
な
ど
も
運
ん
で
い
ま
し

た
。
龍
ケ
鼻
橋
、
そ
し
て
中
央
橋
が
で
き
て
、
近

隣
の
渡
し
が
廃
止
さ
れ
て
い
く
中
で
、
市
城
の
渡

し
船
は
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
や
が
て
住
民
の
願
い
が
叶
い
、
昭
和
三
十
四
年

に
念
願
の
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
年
の
伊
勢

湾
台
風
で
流
失
し
ま
し
た
が
、
翌
年
再
び
市
城
橋

と
し
て
つ
り
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
船

渡
大
橋
の
少
し
上
流
の
部
分
に
架
け
ら
れ
、
新
巻

側
に
は
そ
の
土
台
跡
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
年
に
、
自
動
車
も
行
き
来
で
き
る

大
き
な
橋
が
完
成
し
、
昭
和
六
十
年
に
は
さ
ら
に

追
加
工
事
が
行
わ
れ
、
現
在
の
立
派
な
船
渡
大
橋

に
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
そ
の
頃
の
渡
し
船
に
乗
っ
た
人
か
ら
、
ワ
イ
ヤ

を
引
っ
張
っ
て
進
ん
だ
の
で
、
油
で
服
が
汚
れ
た

と
か
、
地
元
の
人
は
乗
船
は
無
料
だ
が
、
年
に
一

度
船
頭
に
、
米
や
麦
を
各
戸
で
納
め
て
い
た
等
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
女
学
生
の
頃
、
川

が
大
水
の
た
め
ど
こ
の
渡
し
も
閉
鎖
さ
れ
、
渋
川

か
ら
五
町
田
へ
帰
る
の
に
、
小
野
上
駅
か
ら
伊
勢

町
ま
で
歩
き
、
龍
ケ
鼻
橋
経
由
で
自
宅
に
帰
っ
た

な
ど
と
い
う
思
い
出
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　
通
信
や
交
通
の
発
達
が
め
ざ
ま
し
く
、
便
利
が

あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
こ
そ
、
多

く
の
渡
船
体
験
者
か
ら
当
時
の
様
子
を
た
く
さ
ん

聞
い
て
、
語
り
継
ぐ
の
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
専
門
委
員
　
　
岩
瀧
秀
樹

こ
れ
よ
り

こ
れ
よ
り

い
か
だ

船渡大橋 新巻の道しるべ 市城の道しるべ
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固定資産評価審査委員会委員に
吉田茂治さん

　前委員の齊藤一雄さんの退任に伴い、12月21日に吉田茂治さん
（下沢渡）が就任しました。

　固定資産評価審査委員会は、地方税法に基づいて設置され、
固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服を審査決定す
る機関です。

「緑のカーテン」コンテスト受賞者

　今年のコンテストは個人の部6点、団体の部5点の応募がありました。（敬称略）

8020達成者を表彰

　町では、県歯科医師会から表彰された8020達成者
（自歯が20本以上で、歯や歯肉、全身の健康状態、口
腔清掃状態の良好な人）19名の表彰式を行いました。
　みなさん健康意識が高く、普段から食事や運動に
気を付けているとのことです。口の中を健康にすれ
ば健康寿命を延ばすことができます。かかりつけ歯
科医をもち、定期的な歯科健診を受けましょう。

《個人の部》 《団体の部》最優秀賞　原澤とし子（横尾）
優 秀 賞　牛木好雄（赤坂）
奨 励 賞　安原庄太郎（山田）

最優秀賞　六合小学校
優 秀 賞　沢田幼稚園
　　　　　吾水自然環境保護奉仕グループ
奨 励 賞　六合中学校

平成29年度8020達成者（敬称略）
吉田一茂（89歳）下沢渡
清水シゲ（89歳）入山
冨沢　守（88歳）伊勢町
平形徳恵（86歳）伊勢町
福田剛士（86歳）上沢渡

＊年齢は年度末年齢、掲載は生年月日順
中沢孫市　（85歳）四万
小渕小夜子（85歳）伊勢町
加藤信夫　（85歳）中之条町
藤江悦子　（83歳）日影
齋木モモイ（83歳）伊勢町

和田君江　（83歳）西中之条
飯塚まさ子（83歳）市城
茂木安定　（82歳）伊勢町
割田更生　（82歳）下沢渡
関口閏三　（81歳）伊勢町

水出公夫（81歳）中之条町
岩上勝子（81歳）伊勢町
唐澤聖夫（81歳）横尾
富沢昭司（81歳）日影

個人の部 最優秀賞　原澤とし子さん作品個人の部 最優秀賞　原澤とし子さん作品 団体の部 最優秀賞　六合小学校作品団体の部 最優秀賞　六合小学校作品



　小正月にあたる1月14日、15日、毎年町内各地で「鳥追い
祭」「どんど焼き」「おんべーや」が行われます。五穀豊穣を
願い、厄をはらい福を招くための伝統行事。
　昔ながらの人々の暮らしを今に伝える貴重な文化です。中
之条町では、これらの伝統行事の多くが受け継がれています。
そのうちのいくつかを紹介します。

中之条町の鳥追い祭り
【1月14日　中之条町地区】

　400年以上も続いていると伝えられる伝統ある「中之条町の鳥
追い祭り」は県重要無形民俗文化財に指定されています。「追い
もうせ、追いもうせ、唐土（とっと）の鳥を追いもうせ、サーラ
バよって追いもうせ」というかけ声のもと、大小11個の太鼓が一
斉に打ち鳴らされます。
　毎年心待ちにしている人も多い恒例のみかん投げも、今年は天
候にも恵まれ例年以上の人出で賑わっていました。

大竹の鳥追い祭
【1月14日　山田大竹地区】

　お囃子の子どもたちをのせた山車が大竹地区をひき回ります。夜になると、観
音堂の付近で鳥追いが行われ、みかんを投げ地域の人々は無病息災と五穀豊穣を
願います。
　鳥追い祭で山車をひく地域はとてもめずらしいそうです。この大竹地区では、
山車をひかなくなった時期もありましたが、昭和47年頃に地元有志らによって復
活しました。
　山車にのって太鼓を叩く子どもたちは、皆とても楽しそうでした。そして途中
で甘酒やお菓子をもらい満面の笑みを浮かべていました。

ュースと だいニュースとわだい
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～受け継がれる古の伝統～

新春のまつりと
伝統行事

引沼のおんべーや【1月15日　入山引沼地区】
　入山の引沼地区で行われる「おんべーや」。七福神の装束をま
とい化粧をした男たちが家々を巡ります。家人に「福俵」を投げ
渡し、受け取ると福が訪れるとされています。
　どんどん焼きで燃やす正月の松飾りなどを集めて作った塔のこ
とを「おんべ」と言い、当日、もみの木を切り出して大小2つ作り
ます。
　夕方6時になると「子おんべ」に火が点けられ、厄落としのみかん
が投げられました。その後、高さ7メートルにもなる「親おんべ」に火
が付けられ、七福神が力強く舞い踊ると見物客は福俵を投げる七
福神を写真におさめようと一斉にシャッターを切っていました。

大塚のどんど焼き
【1月14日　名久田第9区（大塚）】

　竹や藁、杉の葉などでやぐらを組み、正月飾りや注連縄(しめなわ)などを燃や
すどんど焼き。この大塚地区のやぐらは、篠などで厚さ50㎝くらいの壁を作り、
屋根にもみの木をかぶせた大きな四角いやぐらです。火が点けられ煙が上がると
龍が空に登っているように見えるそうです。
　地区の人たちが集まる朝6時半に火が点けられ、やぐらが勢いよく燃え上がり、
あまりの迫力に後ずさりしてしまうほどでした。その後、地区の人たちは無病息
災を願い、それぞれの家で作ってきたまゆ玉を焼いて食べていました。

ュースと だいニュースとわだい
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町の発展を願い　賀詞交歓会
1月4日　バイテック文化ホール

　今年の賀詞交歓会には、議員、区長、各委員をはじめ、
消防、商工業、農業、教育、福祉その他各団体の代表者約
150人が集い、新春の喜びのなかで懇親を深めました。
　伊能町長からは、昨年、国の天然記念物に指定された地
域にあるチャツボミゴケ公園や県指定重要文化財に指定さ
れた神保家住宅など地域の魅力を活かし、経済発展につな
げていきたいと抱負が述べられ、参加者の皆さんとともに
士気を高め合いました。

姉妹市である千葉県大網白里市
消防出初め式にてラッパ隊が吹奏を行う

　1月14日、姉妹市である千葉県大網白里市
消防出初め式が行われ、当町消防団のラッパ
隊が参加し、金坂市長をはじめ多くの消防関
係者が見守るなか、見事なラッパ吹奏を披露
しました。
　これは、来年度に姉妹市町締結40周年を
迎えるとともに大網白里市制5周年の節目と
なることから消防団ラッパ隊が招待を受けた
ものです。

地域の安心・安全を願って
消防団出初め式と放水訓練

　1月7日、町体育センターにおいて、平成30年町消
防団出初め式が行われました。消防団員約150名と消
防関係者で、今年の無火災・無災害を祈願しました。
　式終了後には、バイテック文化ホール北側の農免道
路で消防車両18台による恒例の放水訓練が消防関係者
の見守る中行われました。
　火気の使用が増えるこの季節、大切な命や財産を奪
ってしまう恐ろしい火災を防ぐため、町民一人一人が
注意しましょう。
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六合元旦走り初め

　六合地区恒例の「元旦走り初め」
が、今年も北部・南部の2コースに分
れて行われました。
　太陽が光り輝く清々しい空気のな
か、南部方面61名、北部方面52名、
総勢113名の参加者は、全力で走る
人、ゆっくり歩く人などそれぞれのペ
ースで、新年の朝のひとときを楽しん
でいました。

新春初蹴りサッカー大会

　町体育協会サッカー部主催で毎年元旦に行われて
いる恒例行事。今年も中之条小学校で、元気よくキ
ックオフ。小学生から大人まで約80名が参加し、
清々しい青空の下、サッカーを楽しみました。
　試合の合間には、選手の保護者の皆さんが用意し
てくれたおでんなどが振る舞われました。また、試
合終了後の抽選会では全員が景品を手にして、新春
を祝いました。

優　勝　篠原淳一（9中）（写真中央）
準優勝　本多凱人（7中）（写真左）
第３位　湯本祐大（6中）（写真右）
※各自10射　

町民弓道大会　
11月5日　中之条弓道場（敬称略）

なかのじょう H30.2 No.６70なかのじょう H30.2 No.６70
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手洗いの仕方
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4日㈰ （６７）２０３０
（８８）７６１１
（68）２７１１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

小池医院
草津温泉松岡医院
日赤

18日㈰ （６８）５２１１
（８２）３９９９
（68）２７１１
（８０）１１５１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

吾妻脳外循環科
櫻井医院
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ぐんま調剤薬局長野原店
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けんもち医院
布施医院
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〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時で
す。できるだけ時間内に受
診してください。それ以外の
時間は、休日夜間当番病院
で受診してください。
・急患のための当番医制度で

すので、緊急患者以外の受
診はご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則とし
て往診はしません。
・変更する場合があります
ので、ご確認のうえ受診く
ださい。

2月　六合診療所　外来診療医師

25日㈰ （６８）０３５５
（９７）３０２０
（７５）３０11
（８０）２２２０

内科

外科・夜間
休日開局薬局

くりはら医院
嬬恋村診療所
吾妻さくら
ほほえみ薬局

出張診療（括弧内は担当医師）

7日
14日
21日
28日

午　前 午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日土金木水火月

休診荒木山本藤原荒木午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

11109875 6

休診荒木山本午前

休診休診休診午後

休診

休診

4321

休診荒木山本荒木休診午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

181716151412 13

休診荒木山本藤原荒木午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

252423222119 20

荒木荒木午前

休診午後 休診

休診

休診

2826 27

小　雨（荒木）
田代原（荒木）
小　雨（荒木）
赤　岩（荒木）

湯久保（荒木）
赤　岩（荒木）
広　池（荒木）
休み
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問い合わせ　役場企画政策課　企画調整係
　　　　　　☎７５・８８４６（直通）　担当　齊藤泰典　

※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとの負担となります。 
※広告が表示されますが、町とは何ら関係ありません。

行政情報アプリ

Information
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）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
16，505
8，035
8，470
6，823

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ 　　　　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成30年1月１日現在

窓口窓口

ー276

ー134

ー142

55

ー9.

ー8.

ー1.

16.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
12
月
中
の
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出
）

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。
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月の行事

休

休

休

12～13か月児相談
（受付：13時10分～13時30分）

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」企画展（～3月14日）

節分

両親学級（受付：9時15分～9時30分）

両親学級（受付：9時15分～9時30分）

建国記念の日
第56回町民卓球大会（総合体育館）

すくすく広場（10時～11時30分、六合保健センター）
予防接種（四種混合）
（受付：12時50分～13時20分）

休

休

休

休

休

休 休

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

3月1日（木）　博物館休館日
3月4日（日）　教習所休所日
3月5日（月）　バイテック文化ホール休館日、図書館休館日
3月8日（木）　博物館休館日
※各種相談日の日程は、23ページ相談ガイドをご覧ください。

2歳児歯科健診（受付：13時10分～13時20分）
2歳6か月児歯科健診（受付：13時20分～13時30分）

6か月児相談・BCG接種（受付：13時10分～13時20分）
4か月児健診（受付：13時20分～13時30分）

3歳児健診（受付：13時10分～13時30分）

両親学級（受付：9時15分～9時30分）

白久保のお茶講（お茶講の家）

公共料金納期限
ぷちくらぶ（10時～11時30分、中之条町保健センター）

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
バイテック文化ホールの休館日休

ツインプラザ図書館　　　　　　　　☎７6-3115
図書館の休館日休

◇中之条中学校へ
　・金1,000,000円
◇社会福祉協議会へ
　・金 24,200円
　・金 5,000円

田村正義様

北部地区労働者福祉協議会様
中之条町くらしの会様

ご寄付ありがとうございました

休 休
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発酵食のレシピ●70

焼きそば1袋 / ごはん140g / 白菜漬け50g / 長ねぎ50g / 和牛脂30g / 温泉卵1個 / 酒 / 黒胡椒適宜

白菜漬けのそばめし

①和牛脂を5㎜角の角切りにする。焼きそばは袋から出し、縦
横2㎝幅に切る。白菜漬けは5㎝の短冊に、長ねぎは斜め薄
切りにする。白菜漬けはよく水気を絞っておく。
②フライパンに和牛脂を入れて中火にし、混ぜながら脂がカ
リカリになるまで揚げ焼きにし、いったん取り出す。
③②のフライパンに焼きそば、白菜漬け、長ねぎを入れて酒
をひと回しかけ、中火で炒める。焼きそばがほぐれたら焼
きそばの素、ごはん、黒胡椒をふってよく混ぜながら炒め
合わせる。
④器に盛り付け、温泉卵、揚げ焼きにした和牛脂を添えてで
きあり。

Information

23

※健康診査と予防接種の日程は、22ページ2月の行事をご覧ください。

作り方

材料

なかのじょう H30.2 No.６70なかのじょう H30.2 No.６70

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康相談

役場第2会議室
法律相談 毎月の無料法律相談

（町顧問弁護士）
2月8日（木）　13時～17時
（予約制、前日12時までに予約）

人権相談 前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日　9時～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課2月13日（火）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室2月15日（木）

13時～15時
心配ごと相談
（民生児童委員等）

介護相談
（地域包括支援センター職員） 地域包括支援センター六合

☎95-5711六合温泉医療センター2月13日（火）
14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

2月14日（水）
13時20分～（予約制）

のびっこ相談
（ことばの相談）

こころの健康相談
（精神科医師、保健師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所2月8日（木）

14時～（予約制）

町地域包括支援センター
☎75-8835中之条町保健センター2月15日（木）

13時30分～15時
認知症の人と歩む会
（認知症の家族を介護する人同士の情報交換会）

年金相談 役場住民福祉課年金係
☎75-8819役場第3会議室2月14日（水）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

事業者との契約トラブル相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費生活相談 郡消費生活センター
☎75-1166

行政相談 （行政相談委員） 2月15日（木）
13時～15時
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見学・体験ツアーの参加者を募集中！　
問い合わせ  観光協会  ☎75・8814  http://tabinakanojo.com/ 旅なかのじょう 検索

温泉入浴＋ヘルシーな食事＋運動でもっと健康に！
古くから湯治場として栄えてきた四万温泉で、現代版の湯治が体験できるようになりました。塩分を控え、地元の食
材にこだわった食事にヨガやエクササイズを組み合わせ、温泉入浴で健康増進！　町民の皆さんにも試してもらうた
めの体験会を開催します（P13に詳細を掲載しています）。まずは体験、そして外の人に発信して沢山の人に四万温
泉での新しい湯治を体験してもらいましょう！

Webページはこちらから「四万温泉」で検索！
http://shimaonsen.com/
問い合わせ　四万温泉協会　☎64・2321

No.47　中之条町ヘルスツーリズム


